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と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
日
常
生
活
を

送
る
力
を
維
持
・
向
上
で
き
る
よ
う
、
リ

ハ
ビ
リ
と
生
活
介
護
を
充
実
さ
せ
在
宅
復

帰
を
支
援
す
る
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

障
害
福
祉
に
つ
い
て
は
、
『
第
４
期
厚

岸
町
障
が
い
者
基
本
計
画
』お
よ
び『
第
５

期
厚
岸
町
障
が
い
福
祉
計
画
』
に
基
づ
き

各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
本
年
度
の
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
訪
問
入
浴
サ

ー
ビ
ス
事
業
お
よ
び
日
中
一
時
支
援
事
業

に
取
り
組
み
、
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
で

の
生
活
や
障
害
の
あ
る
人
を
自
宅
で
常
時

介
護
す
る
家
族
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
障
害
児
施
設
通
園
交
通
費

助
成
制
度
を
拡
充
し
、
養
護
学
校
へ
の
通

学
に
対
し
交
通
費
の
助
成
を
行
い
、
障
害

福
祉
の
面
か
ら
も
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
に
２
０

２
０
年
度
か
ら
２
０
２
４
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
『
第
５
期
厚
岸
町
障
が
い
者
基

本
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
増

大
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
運
営
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
無
料
と

し
た
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
な
ど

に
よ
る
医
療
費
の
抑
制
や
、
国
民
健
康
保

険
事
業
費
納
付
金
の
納
付
に
必
要
と
な
る

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
・
収
納
な
ど
、

北
海
道
や
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
に

努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
消
費
税

充
す
る
と
と
も
に
、
長
年
に
わ
た
る
健
康

維
持
の
努
力
を
祝
福
す
る
『
元
気
い
き
い

き
高
齢
者
応
援
事
業
』
を
継
続
し
、
介
護

予
防
の
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
心
和
園
お
よ
び

在
宅
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
厚
岸
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
よ
る
指
定
管
理
の
下
、
継
続
的
、

安
定
的
な
管
理
運
営
と
入
居
者
お
よ
び
利

用
者
の
安
心
に
資
す
る
と
と
も
に
、
施
設

運
営
の
透
明
性
の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
、
２
巡
目
と
な
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設『
こ
こ
み
』に
つ
い

て
は
、
入
所
者
が
急
変
時
に
町
立
厚
岸
病

院
か
ら
す
ぐ
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
入
所

施
設
と
し
て
、
安
心
感
が
あ
る
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
町
民
に
定
着
し
た
施
設

れ
る
よ
う
健
康
維
持
や
各
種
予
防
医
療
へ

の
一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
維
持
・
継
続
に

は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
に
最
善
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
患

者
の
疾
病
状
況
や
国
の
医
療
・
介
護
施
策

の
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
設
備
の
更

新
と
知
識
の
習
得
や
技
術
の
向
上
を
図
っ

て
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　

広
域
救
急
医
療
は
、
近
隣
市
町
村
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
小
児

救
急
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
な
ど
の
体
制

維
持
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
福
祉
は
、
『
第
３
期
厚
岸
町
地
域

福
祉
計
画
』
に
基
づ
き
、
誰
も
が
い
き
い

き
と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
福
祉
推
進

の
担
い
手
で
あ
る
厚
岸
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
は
じ
め
、
地
域
福
祉
に
関
わ
る
全
て

の
人
や
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
促
進
し
、
自
助
、
共
助
、
公
助
と
い
っ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま
え
、
共
に
支

え
合
い
、
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

人
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
の
た
め
必
要
と

な
る
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
厚
岸
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
『
あ
ん
し

ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
と
連
携
し
、
利

用
促
進
や
普
及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
は
、
『
第
７
期
厚
岸
町
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
』
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
、

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
適
切

な
活
用
を
図
る
ほ
か
、
多
く
の
資
源
を
有

機
的
に
つ
な
ぎ
支
え
合
う
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
、
引
き
続
き

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
な
ど
の
人
材
の
養
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
、
各

種
機
関
と
の
協
定
に
基
づ
く
見
守
り
活
動

な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
、
利
用
範
囲
を
ハ
イ
ヤ

ー
、
介
護
タ
ク
シ
ー
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
な

ど
に
も
拡
大
し
た
福
祉
交
通
回
数
券
に
つ

い
て
、
活
用
の
さ
ら
な
る
利
便
性
を
図
る

た
め
、
Ｊ
Ｒ
厚
岸
駅
で
の
事
前
購
入
を
前

提
に
Ｊ
Ｒ
乗
車
券
も
購
入
で
き
る
よ
う
拡


